西病棟チームカンファレンス記録
	
	A.O.M
	S.G.M
	

	　　　　　　平成２１年１０月２日（金）
　　　　司会　白川　千春　記録者　天間　愛美　
	
	
	

	
	
	
	

	中村

（美）
	宮澤
	松尾
	上野
	白川
	濱谷
	高橋
	及川

（裕）
	天間　　
	鈴木


	佐々木
	赤坂
	

	公休
	深夜
	準夜
	○
	○
	欠
	○
	公休
	○
	公休
	欠
	深夜

	池田
	土岐
	及川

（久）
	三和
	木村
	貝塚
	根子
	小嶋
	摩尼
	
	
	
	
	

	公休
	準夜
	公休
	留守
	○
	公休
	業務
	○
	○
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・庶務～10/3（土）は庶務が不在の為、10/2（金）までに10/3分の発注をお願いします。

10/2（金）16時に物品を出しておきます。
・診療情報管理委員会～カルテの書き方が10/1（木）より変わります。修正があった場合

は、修正箇所を赤字で二重線を引き、日付を記入し訂正印を押し

てください。
・10/2（金）に西病棟紹介の写真撮影を行っています｡
・川端Dr担当の患者様は本人が拒否しない限り、インフルエンザ予防接種許可となっています｡
＜患者様連絡事項＞
・間木　静子様～頭痛の訴え継続して聞かれ、本日カロナール（200）1×頭痛時／7回分

（1日2回まで）処方となっています｡
・古川　富蔵様～シンラック１本処方となっています｡
・石切　久様～アスモロール100ｇ処方となっています｡
・木村　義重様～アスモロース100ｇ処方となっています。
＜転入患者様情報＞

菅井　浩子様　57歳

主病名：統合失調症

合併症：なし

入院形態：医療保護

主治医：安ヶ平Dr

入院年月日：H13年2月27日

担当：白川NS・三和CW

（経過）

　妄想に左右された発言あるが、行動化無く食事摂取も問題ない為、H21年4月東Aユニットから東Bユニットへ移動となる｡移動後は落ち着いていたが、5月の外泊後より食事摂取量低下・睡眠不安定さある。6月中旬より不眠あり、妄想に左右されホール内を徘徊したり拒薬ある。薬剤調整するも状態変化無く、スタッフの後を追い出ていこうとする事あり、H21年6月17日東Aユニットへ移動となる。移動後希死的発言あり行動に移そうとする事ある。日課への障あり介入要す事多く、食事摂取もむらがあり、補食にて対応する。

9月頃より食事摂取量徐々に改善しており、日課も徐々に行えている｡9月16日東Bユニットへ移動。移動後も被害的発言・希死的発言無く、食事も摂れている｡作業療法導入となり、問題無く取り組まれている｡本日10:30療養環境変更の為、西Bユニットへ転出となる。オリエンテーション理解良好。荷物整理自ら行い、危険物の持込は無い。

・10月より疾病教室導入予定。

・買物カードは、10月スタッフ管理で11月からは本人と話し合い、本人管理とする。
・血圧1日1検（昼）
・体重測定3回/週（入浴毎）
・食事：軽食
＜舘　ひろ子様　退院療養検討会議＞

舘　ひろ子様　59歳
主病名：アルコール依存症

合併症：肝機能障害、多臓器障害

入院形態：任意

主治医：千葉潜Dr
入院年月日：H21年7月6日

退院予定日：H21年10月5日

初外来日：H21年10月19日（月）10時　茂木Dr診察

出席者：西病棟スタッフ、外来NS、OTスタッフ、小嶋CP

本人の意向と治療意思…自宅にて、のんびり暮らして生きたい。退院後のAAへの参加は気が進まない。

家族の意向と受け入れ態勢…家族は治療に協力的であり、家族勉強会を繰り返し実施し、疾病理解は概ね出来ている。

自宅への受け入れに拒否はない。家族間関係や家業に悩み再飲酒に至る可能性もあり、家族も懸念している。夫は心疾患（心肥大）を患っており、本人の不安要素の一つとなって

いる。

姉妹との関係は悪く、本人は関係修復を諦めている。
利用できる社会資源…自立支援医療　　＊退院後の診察時に申請予定

AA、断酒会は今の所参加しない予定。
OT…革細工に興味をもたれ、退院後も趣味として続けたいと希望されている為、情報提供をしている。また、作業場面では、注意力に欠けている面や不安を訴えること（上手く出来ないなど）等が見られており、その都度声掛けを要している。必要に応じて、確認しながら進めるようアドバイスを行っている。
社会生活上の問題点…再飲酒のきっかけになっていたであろう要因のひとつとしての、本人と本人の姉妹との確執については、区切りがついたとの事。このことも含め、家族勉強会を通してコミュニケーション不足であった夫婦間の思いを互いに表出・共有することが出来、夫婦間の関係も良くなった。リスクの軽減は治療プログラムの中で図れたと考えられるが、ストレス対処として再飲酒のリスクはある。
・初外来日にカウンセリングについて説明。本人が希望した際に導入していく。
＜猪股Dｒ患者様診察＞

木村　義重様～本人より｢両肩が張る感じがする。湿布欲しい。｣と希望聞かれ、アスモロール100ｇ処方となっています｡

古川　富蔵様～本人より｢便秘だ。｣と訴えあり、主治医より下剤服用し様子見るよう説明受けています｡排便状況の観察を行っていきましょう｡

大橋　照子様～電気かけられてるという発言があったが今はどうか問われると、｢今は無い。｣と返答されています。主治医よりこのまま様子を見る事説明受けています。精神症状の観察行っていきましょう。

